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 ２月になりました。あっという間に１月が過ぎ去ったと感じる

人も少なくないと思います。１月・２月・３月のことを、「一月

往ぬる二月逃げる三月去る」と表現することがあるほどですの

で、やはり、多くの人の感覚としても早く過ぎる頃なのでしょう。

このようなときには、落ち着きのない生活をしがちですが、一日

一日を大切に過ごしてほしいと思います。 

さて、明後日の２月４日（日）は、二十四節気の立春です。暦

の上では、もう春です。春という言葉から、新年度のスタートの

風景が想像されます。 

 ３年生は、暁中に通学するのも残すところ１か月ほどとなりました。登校日数にしてみ

ると、２０日ほどです。そして、新年度のスタートは、今までとは全く違った風景になり

ます。 

１・２年生の登校日数は、３０日あまりです。新年度のスタートは、１年生には下級生

ができ、「先輩」と呼ばれるようになります。２年生は、最高学年となります。学校全体

のリーダーとなるわけです。通学する学校は変わらなくても、風景は大きく変わります。 

３学年とも、状況に違いはありますが、うまくスタートできるとよいと思います。その

ためには、この２月・３月をどのように過ごすかが大切になります。参考として、ＰＤＣ

Ａサイクルを例に挙げてみます。 

 

ＰＤＣＡサイクルとは、経験主義の科学的方法論を起源とした、品質管理など業務管理

における継続的な改善方法といわれています。そして、様々な分野で用いられているもの

です。 

① Ｐ：Ｐｌａｎ（計画）…目標・目的を設定し、実行計画を立案する。 

② Ｄ：Ｄｏ（実行）…計画を実行する。 

③ Ｃ：Ｃｈｅｃｋ（評価）…実行した内容の検証を行う。 

④ Ａ：Ａｃｔ（改善）…検証結果を受け、今後の対策や改善を検討する。 

この４段階を順次行い、１周したら、次のＰＤＣＡにつなげ、らせんを描くように１周ご

とに各段階のレベルを向上させて、継続的に業務を改善する、というものです。 

中学校の１年間をＰＤＣＡサイクルに当てはめると、この時期は、ＣとＡになります。

１年を振り返り、年度当初の目標等と照らし合わせ、改善すべきことやステップアップさ

せること等を確認し、次のＰにつなげる時期ということです。 

 

１年を振り返りながら、暁中学校の合言葉「時を守り、場を清め、礼を正す」「凡事徹

底」を意識した生活を送り、まとめ（ＣｈｅｃｋとＡｃｔ）をしっかりとしてほしいと思

います。 
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